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1　は　じ　め　に

スイートソルガムは糖原料，あるいは飼料用としての乾

物生産性が高く，栽培条件，気象条件が適切ならば寒地牧

草より多収性のあることが期待されている。しかし，栄養

価の面では出陸親以降の飼料価値の低下が激しいことから，

王に青刈飼料として多く利用されてきた。

一方．将来のエネルギー需要の増大対策に，エネルギー

源としてのバイオマスの重要性が認識され，生物資源の効

率的利用技術の開発研究が進行中であり，国内生産で可能

性の高い作物としてスイートソルガムが最も有望視されて

きている。スイートソルガムの特徴として上げられるのは，

茎に多量の糖が蓄積されること，また，非結晶性の糖であ

ることから，糖汁はアルコール等の発酵原料としてアルコ‾

ル化し，エネルギーを利用することが好適とされている。

また，スイートソルガムは，もう一つの大きなバイパスを

具備している。それは家畜の飼料として開発する価値が高

いこと，すなわち，糖汁のアルコール化等の利用技術が確

立した後も，大量の副産物である搾汁残造物（搾汁ケーキ）

を飼料として利活用することが確立されれば，バイオマス

と飼料が密接につながり畜産農家にとっても有益となる。

そこで，搾汁ケーキの有効利用を図るため乳牛に対する効

率的利用技術体系を確立することが重要と考え，基礎飼料

及び補助飼料を組み合せた場合の給与方法について若干の

検討を行った。

2　試　験　方　法

スイートソルガム搾汁ケーキの乳牛に対する飼料価値，

産乳効果を明らかにするため，サイレージに調製し，トウモ

ロコシサイレージ等量給与との対比を行った。すなわち，

搾汁ケーキ全量給与区をAl，等量給与区A2，トウモロ

コシ全量給与区Aaとし．各区3頑ずつ計9頑のホルスタ

イン種搾乳牛の泌乳安定期について，4週間をl期とする

3反復（ラテン方格法）を行った。

飼養管理方法は，スタンチョン方式による飼養で，搾乳

はミルキングパーラー，搾乳間隔を10－14時間の2回搾乳

とし，オーチャード乾草を補助飼料として給与，サイレー

ジはいずれも1回給与とした。なお，等量給与区のサイレー

ジは混合せず同時給与とした。栄養水準は日本飼養標準の

TDNlO0％の充足率となるよう濃厚飼料を乳量に応じて

給与した。また，濃厚飼料，粗飼料のTDN給与比率を

50：50に設定した。スイートソルガムの搾汁方法は，コー

ンハーベスタで茎葉同時刈取収穫とし，ロール式搾汁機を

用い1回搾汁とした。

3　結果及び考察

スイートソルガムは稔実完了後も茎葉の枯れ上がりが少

なく，霜にあって初めて枯死するが，11月の収穫でも葉の

枯死は少なく，材料の処理方法，生育時期によって異なる

が，搾汁率が約22％であった。搾汁ケーキはビニールスタッ

ク方式でサイレージに調製した。サイレージの化学成分は

表1のとおりである。スイートソルガムは搾汁ケーキ，ホ一

義1飼料の化学成分

　 項目

苫i ジ

水
分
（別
p H

乾　　 物　　 中　 （射

C P A D F
リグ

ニン
珪敢 セ ル
ロース
有機物

ス イ ー ト
ソル ガ ム
搾汁ケーキ

スイー トソ
ルガムホー
ルクロ ツプ

ト ウ
モ ロ コ シ

70．2

75．8

78．7

4．00

3．80

3．60

7．09

6．78

10．02

49．93

44．63

30．20

8．44

7．93

4．14

3．74

3．54

1．79

39．48

36．70

26．06

91．60

90．90

93．78

ルクロップともトウモロコシサイレージに比べて，リグニ

ン，珪酸含量が高く，搾汁することにより成分値が高くな

る傾向がみられた。

飼料摂取量からサイレージの採食率をみると，搾汁ケー

キ全量区が約83％，等量給与区94％，トウモロコシ全量区

が99％で，搾汁ケーキサイレージの嗜好性が最も劣った。

一般に，スイートソルガムは嗜好性が劣るとされているが，

糖収量を考慮して収穫時期を遅らせたこと，成分中に茎の

硬化をもたらす物質がスイートソルガムに多く含まれ，粗

剛性であることが一因と思われる。開封後のサイレージの

品質は，有機酸組成割合で乳酸含量72％と多く，酢酸が28

％で酪酸の発生はみられず評点が高かった。サイレージの

品質を大きく左右する要因に材料の糖含量が上げられるが，

搾汁ケーキは一回搾汁でもかなりの糖が残ったものと思わ

れると同時に水分調整されたことが有効な発酵につながっ

たものと思われるが，採食性の向上は見られなかった○

飼料給与区分別の乾物摂取量及び体重は表2のとおりで
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表2　乾物摂取量及び体重（毎）

脳 ・ 乾　　 草 サイレージ 総　　 計

7 ．7 8 土 0 ．6 8 2．5 4 士 0 ．0 7
5 ．7 6 f i二元

7 ．7 0 ± 0 ．6 1 2．5 1 士 0 ．0 9 6 ．0 4 士 0 ．5 7

7 ．6 0 ± 0 ．5 0 2，5 3 土 0 ．0 8 5 ．0 7 士 0 ．3 5

ある。乾物摂取量は各区とも濃厚飼料及び乾草ははば同量

で，サイレージからの摂取量は等量給与区がもっとも多く，

次いで搾汁ケーキ全量区となり，トウモロコシ全量区は給

与量が多いが最低の乾物摂取となり．サイレージの水分が

影響したものと思われる。なお，搾汁ケーキ全量区の乾物

摂取量の変異が最も大きく，嗜好性の劣ったことが認めら

れた。体重当たり乾物摂取量の総計は，等量給与区が2．7

％．搾汁ケーキ全量区及びトウモロコシ全量区とも2．5％

にとどまった。しかし，サイレージ乾物摂取量は，処理間

に有意差が認められなかった。

日本標準飼料成分表から推定した飼料価値からのTDN

摂取量は表3のとおりである。摂取総量中のサイレージが

表3　TDN摂取量（匂）

欝 警
濃厚飼料 乾　　 草 サイレージ 総　　 計

A l 6．26士0．55 1．48±0．02 3．6＄土0．61 11．4 2±0．98

A ？ 6．20±0．49 1．46±0．02 4．＄0±0．37 12．46±0．79

A 3 6．17±0．40 1．48±0．02 4．94土0．38 12．59士0．77

占める割合は，等量給与区，トウモロコシ全量区とも39％，

搾汁ケーキ全量区が32％と明らかに低く，採食性の影響が

みられた。TDNの濃厚飼料対粗飼料の摂取割合は，等量

給与区及びトウモロコシ全量区は設定通りの比率に対し，

搾汁ケーキ全量区が55対45と濃厚飼料の摂取割合がやや高

く経過した。

衷4　乳量及び乳質

項 目 乳　　 量 乳 脂 率 無 脂 固 形分 率
区 （り） （％） （射

A l 21．20士3．21 3．33士0 ．12 8．4 1土0．22

A 2 21．77士3．52 3．37士0 ．26 8．50 ±0．28

A 3 23．05士 2．99 3．37±0 ．27 8．44 士0．17

飼料給与区別の乳量，乳質は表4のとおりである。一日

当たりの泌乳量を比較すると，トウモロコシ全量区23．1句

と最も多く．次いで等量給与区，搾汁ケーキ全量区の順と

なったが．処理間に有意差は認められなかった。

4　ま　　と　　め

乳牛のスイートソルガムに対する嗜好性は，トウモロコ

シサイレージに比べればかなり劣り，採食性も一定でなかっ

た。乾物摂取量は飼料の水分にも規制され，トウモロコシ

サイレージは，採食率が高いにもかかわらず，乾物摂取量

が最低であった。体重当たりのサイレージの乾物摂取量の

割合は，等量給与区が0．98％．搾汁ケーキ全量区0．92％，

トウモロコシ全量区が0．83％．また，TDN摂取量はトウ

モロコシ全量区が高く，次いで等量給与区で．搾汁ケーキ

全量区が最低を示し，トウモロコシ全量区の約75％の摂取

量にとどまった。しかし，搾汁ケーキは他の良質のサイレー

ジ等と組み合せた場合，乾物，及び，TDN摂取量が増加

することが認められた。このことから搾汁ケーキの給与の

改善策の一つに，飼料の混合によるコンプリートフィード

化があげられる。

トウモロコシサイレージは，エネルギー価が高く，泌乳

安定期では良好な飼料であるが，泌乳後期，及び，乾乳期

で過剰となり過肥化が問題であるのに対し，スイートソル

ガム搾汁ケーキは産乳性は低いが，泌乳期後半から乾乳期

の給与飼料に適するものと思われる。
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